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1. 

微小電荷 dQから距離 rだけ離れた点の電位は 
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2. 

電界は針金を軸とした円筒側面に垂直なので 
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3. 

対称性より電界は平面に垂直な方向に平行である。平面の両側に対照的にまたがる底面

積 dS の柱筒を考える．その側面では 0=nE であるが底面での電界をEとすると、電界
は底面に垂直であるからそこでは nEE = となる．柱筒内の電荷は dSσ であるから、そ

の柱筒面に Gauss の定理を適用すると 
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4. 

 (ⅰ)外部の場合 ( )ar >  

円柱外部に半径 rの単位長さの同軸円筒を考える．電界は側面に垂直で、側面積は
rπ2 だからガウスの法則より 
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(ⅱ)内部の場合 ( )ar <  

円柱内部に半径 rの単位長さの同軸円筒を考える．同軸円筒内に含まれる電荷 
は 
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だから、ガウスの法則より 
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５．電荷密度は、 5
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 [ 2/ mC ]である。 

このとき、円盤状の微小領域 dS のもつ電荷 dQは φρρ rdrddSdQ == であり、(0,0,5)
の点電荷はｑ＝50[ Cµ ]である。また、微小領域 dS から(0,0,5)の点電荷に向かうベクトル
をRとすると、 zrr aaR 5+−=  (円柱座標系で考える)である。 
以上から、その点電荷にかかる微小な力 Fd は、 
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となる。円盤の対称性より ra 方向の成分は相殺され、ｚ軸方向成分だけが残る。よって、
求める力は、 
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